






要約:島根県西部の学童に対する、血清コレステロール値につき調査を行った。高コレス

テロール血症(>200mg/dl)の頻度は、小学生で 14.8-16.5%、中学生で 7.0-12.8%であり、

平成元年における結果と比較して増加していた。小学校の地域別の平均コレステロール値

は、海岸部および非都市部において、その他の地域に比べ、有意に低値であった。この原

因として食事性要因の関与している可能性も示唆される。


